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触媒とエンジン改良によるLNG燃料船からの

メタンスリップ削減技術の開発
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1. 取組状況の説明
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1. 取組情状況の説明

(1) イノベーション推進体制

• 専門部署の設置
舶用機器・脱硝ビジネスユニット内にカーボンニュートラルに対応する触媒
開発を担当するカーボンニュートラル触媒事業推進室を設置して本事
業に取り組んでいる。

• 標準化の推進
標準化戦略を立案・実行するための部門及び人材の確保を経営陣のイ
ニシアティブの下設置準備中。

• 若手人材の育成
OJTを中心に当該分野人材の育成を促進。当該分野に係る海外子会
社との連携を密にして、グローバル人材への成長も図る。

また、触媒分野の研究機関や大学との共同研究および学会発表、当該
分野に係る顧客との連携などを通じて対外的な関係の中でも成長を図る。
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2. 経営を取り巻く状況の説明
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3. 社会実装に向けた取組状況の説明
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3. 社会実装に向けた取組状況や課題の共有

研究開発項目：LNG燃料船のメタンスリップ対策 (対象)4ストロークエンジン補機800kW
開発目標 ：2026年までにLNG燃料船のメタンスリップ削減率70%

残された技術課題

①耐久性の向上
・Dock to Dock相当の期間性能維持

②触媒製法の最適化
・触媒性能を達成する製造方法の確立

・舶用エンジンでの圧力や振動に耐える
機械強度を有する

解決の見通し

・触媒だけで性能維持できる触媒組成を確立する
耐久性に効果がある成分は確認しており最適な組成を確立する
・劣化要因の硫黄成分を吸着する吸着材を触媒前段に設置すること
で触媒の延命効果を確認済み
硫黄の吸着性能を有する吸着材候補は複数あり
・吸着材の再生条件の検討を開始済み
実ガス試験で潤滑油などの触媒性能の影響を確認し組成を確立する

・従来の脱硝触媒製造方法をベースに製造方法を確立する
・活性金属の担持方法を確立する
・製造した触媒の振動試験を実施し必要な強度を有することを確認する




